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第 3 章では，第 2 章で示した方向セグメントの抽出万式を用いてセグメント間の接続形状を記述し，
交文部・分岐部・屈曲部などの幾可学的特徴部をも同時に抽出する方式について論じている。すなわち，
接続している 2 本のセグメントの形状が 5 4 種類に分類された交叉形状，分岐形状，屈曲形状のし、かな
る形状l乙属するかを判定し，特徴部をも同時に抽出する方式について考究し，接続している 2 本のセグ
メントの射影パターンからピークを検出する手法を用いて各特徴部を同ーのアノレゴリズムで抽出できる
方式を考案している。本手法の有効性を手書き漢字における部首の形状抽出実験により確かめ，部分パ
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ターン抽出への応用の可能性を確認している。
第 4 章では，手書き漢字の認識方式として相関法と構造解析法の融合方式である矩形セグメント整合
法を提案している。本認識万式は，抽出された方向セグメントを矩形で近似し基本処理単位を画素から
セグメント i乙変換し，相関やずらし操作などの処理の高速化を図り，漢字認識特有の量的問題を克服す
るとともに，近傍状態整合なる局所的構造解析を導入して認識精度の向上を目指した万式であるととを
述べている。また，手書き教育漢字データベースを用いて，本方式の認識能力を実験的に調べ，認識系
における方向セグメント抽出の有効性を確めている。
第 5 章は結論であり，本研究で得られた成果をまとめて述べるとともに，今後の諜題について論及し
ている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，手書き漢字の電子計算機による認識を主題にし，手書き変形の影響を排除するためのマク
ロ的処理を重視した認識方式に関する一連の研究をまとめたものであって，その主要な成果を要約する
と次のとおりである。
(1) 漢字パターンを構成する方向セグメントの抽出にあたって，従来乙の種の処理において不可決とさ
れてきた細線化過程を除去しうる抽出万式を考案し，乙の万式が細線化を行う万式よりも優れた特性
を示す乙とを確認している。
(2) 方向セグメントを基に文字パターンの構造を記述するとともに，文字の各種特徴を同一アノレゴリズ
ムで抽出しうる単一化抽出方式を考案し，乙の万式が手書き漢字部首抽出において有効であることを
立証している。
(3) 方向セグメントを用いた手書き漢字認識万式として矩形セグメント整合法を提案し，処理の高速化
および認識精度の向上をはかり，この方式が手書き漢字の大分類に適用可能である乙とを示している。
以上のように，本論文は手書き漢字認識における方向セグメント抽出方式の有効性を明らかにしたも
のであり，手書き漢字の認識に関して新しい知見を加えるとともに手書き漢字の電子計算機への入力技
法に有益な示唆を与えており，情報工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める o
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